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旧明村役場庁舎

放課後児童クラブ

しんちょく

幼児教育の充実
●一部の幼稚園において、園児数の大幅な減少に
伴い、集団生活の下での質の高い幼児教育の提
供が困難な状況になりつつあるため、市立幼稚
園のあり方の検討に基づき、各地域や各園の実
情を踏まえながら、第二期津市子ども・子育て
支援事業計画の策定の時期を逸することなく、
幼児の適正規模集団の確保に向けた取り組みを
推進して、幼児教育の充実を目指します。
●幼稚園教育において積み上げてきた豊富な実績
や経験を、こども園の教育にしっかりと引き継
ぎ、より質の高い幼児教育に向けて取り組みま
す。
学校施設の整備
●学校施設の大規模改造事業については、合併
後、単年度で最も多い５校(新町・藤水・西が
丘小学校、南郊・久居中学校)の改修工事に取
り組みます。
●芸濃小学校では、児童数の増加に伴い、普通教
室棟の増築の実施設計を行うとともに、小学校
の普通教室へのエアコン整備について、16校
の整備および14校の実施設計を行います。
●櫛形・片田・栗真小学校において、給食調理の
共同化に伴う配膳室の整備を行うとともに、安
東小学校の配膳室の整備に係る実施設計を行い
ます。
●学校トイレの洋式化は、大規模改造工事やトイ
レの修繕等において取り組むとともに、その他
の維持補修も適切に修繕等を行い、施設の適正
な維持管理を行います。
国宝指定された専修寺御影堂・如来堂の価値や魅
力の情報発信および旧明村役場の公開活用
●国宝指定された専修寺御影堂・如来堂について
は、一身田寺内町とともに、その歴史的資源と
しての価値や魅力の情報発信に努めます。
●国の登録有形文化財である旧明村役場庁舎につ
いては、９月ごろの開館を予定しており、地域
における日常的な管
理の下、地域の団体
が主体となり、公開
や活用を行うため、
さまざまなノウハウ
などを提供し、事業
の着実な進捗に向け
取り組みます。
公民館の整備
●出張所と一体となった一身田公民館の新築工事
に着手し、公民館利用者の安全性や利便性に十

分配慮の上、事業の進行管理を確実に行いま
す。
●老朽化に対応した施設整備については、配置と
総量の適正化に努めつつ、地域との十分な協議
を踏まえ、地域活動や学習活動の拠点としての
機能と役割を果たすことができるよう取り組み
を推進します。
●久居公民館の調理室等の改修工事や川合公民館
の空調機器の改修工事など、各公民館の適切な
維持管理については、計画的に対応します。
放課後児童クラブ施設整備、放課後子供教室の設
置
●老朽化や利用児童数
の増加により生活環
境が悪化している施
設や施設を借用して
いるクラブの解消に
向け、新町地区放課
後児童クラブを校舎内へ整備することをはじ
め、三重大学教育学部附属小学校敷地内への観
音寺地区放課後児童クラブの整備、一志東地区
放課後児童クラブの一志東小学校１階多目的
ホールへの整備を進め、児童の生活環境の改善
を進めます。また、上野地区放課後児童クラブ
については、借用していた上野小学校体育館２
階ミーティングルームを専用施設として、その
整備に向けた実施設計を行います。
●対象児童数が少ないなどの理由により、放課後
児童クラブを組織化することができない校区を
中心に放課後の子どもたちの居場所確保の一助
とするため、津市としては初めて、明地区、辰
水地区に放課後子供教室の設置を進めます。
読書習慣が身に付くような環境づくり
●子どもたちが今まで以上に本に出会い、親しむ
ことができるよう、おはなし会や本を身近に感
じられるようなイベントを充実させ、本に触れ
合う機会を増やし、読書習慣が身に付くような
環境づくりを進めます。
総合教育会議を踏まえた教育行政の取り組み
●総合教育会議での議論を大切にしながら、その
時点における教育課題を的確に把握し、教育委
員会として、市民に開かれた教育行政の下、津
市の子どもたちの幸せな将来を見据え、教育施
策を具現化していく必要があります。そのため
教育委員会は、自らの教育内容に責任を持ち、
庁内外のさまざまな機関と連携し、協力をいた
だきながら、着実に教育行政に取り組んでいき
ます。


